
横
須
賀
水
道
道六

ツ
川
高
等
学
校
　
　
矢
　
　
野

　

慎
　
　
一

一
　

は
じ
め
に

今
回
、
こ
の
よ
う
な
研
究
発
表
を
行
う
端
緒
と
な

っ
た
の
は
、
数
年
前
、
筆

者
が
藤
沢
市
の
自
宅
か
ら
前
任
校
の
金
井
高
校

（横
浜
市
栄
区
）
ま
で
自
転
車

で
通
勤
し
て
い
た
時
、
藤
沢
市
弥
勒
寺
付
近
で
不
思
議
な
直
線
道
路
の
存
在
に

気
が
付

い
た
こ
と
で
あ
る
。
周
囲
の
街
路
と
全
く
調
和
し
な
い
道
路
で
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
道
路
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
に
突
き
当
た

っ
た
と
こ
ろ
で
行
き
止
ま

り
に
な

っ
て
い
る
。
ま

っ
た
く
人
や
車
が
通
行
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な

い
道
な
の
で
あ
る
。
そ
の
後
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、
弥
勒
寺
付
近
に
は
旧
海

軍
の
土
地
境
界
標
石
と
横
須
賀
市
営
水
道
の
標
石
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知

つ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
道
路
が
横
須
賀
水
道
道
と
呼
ば
れ
、
愛
川
町
半

原
を
水
源
と
す
る
横
須
賀
軍
港
の
た
め
の
水
道
管
用
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
軍
港
水
道
の
歴
史
と
近
代
文
化
財

・
戦
争
遺
跡
と
し
て
の
水
道

施
設
の
概
要
と
水
道
の
教
材
化
、
そ
し
て
、
神
奈
川
県
内
に
所
在
す
る
直
線
道

路
の
授
業

へ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
神
奈
川
に
お
け
る
水
道
の
歴
史

近
代
以
前
の
水
道
　
近
代
以
前
の
水
道
と
し
て
は
、
小
日
原
に
北
条
用
水

（小

田
原
用
水
）
が
あ
る
。
こ
の
水
道
は
後
北
条
氏
が
建
設
し
た
と
さ
れ
、
早
川
の

水
を
小
田
原
城
内
に
取
り
込
む
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
水
道
は
江
戸
時
代
に
も

継
承
さ
れ
、
現
在
も
箱
根
板
橋
周
辺
に
遺
構
が
残

っ
て
い
る
。

横
須
賀
製
鉄
所
の
水
道
　
近
代
に
建
設
さ
れ
た
水
道
と
し
て
神
奈
川
県
で
最
も

古

い
も
の
は
、
横
須
賀
製
鉄
所
の
水
道
で
あ
り
、
そ
れ
が
発
展
す
る
形
で
整

備

・
建
設
さ
れ
た
の
が
横
須
賀
軍
港
の
水
道
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

横
浜
水
道
　
横
浜
市
の
水
道
は
わ
が
国
初
の
近
代
水
道
と
し
て
、　
一
八
八
七

（明
治
二
〇
）
年

一
〇
月

一
七
日
に
給
水
が
開
始
さ
れ
た
。
近
代
水
道
の
定
義

は
、
河
川
な
ど
か
ら
取
り
入
れ
た
水
を
濾
過

（浄
水
）
し
て
、
鉄
管
な
ど
を
用

い
て
有
圧
で
給
水

（加
圧
配
水
）
し
、
い
つ
で
も
使
う
こ
と
の
で
き
る

（常
時

配
水
）
水
道
の
こ
と
で
あ
る
。

戸
数
僅
か
八
七
戸
ほ
ど
の
寒
村
だ
っ
た
横
浜
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約
に
基

づ
く
開
港
場
と
し
て
、
人
口
が
急
激
に
増
加
し
市
街
は
大
き
く
発
展
し
た
。
当

時
横
浜
の
住
人
た
ち
は
生
活
用
水
を
求
め
て
井
戸
を
掘

っ
た
が
、
横
浜
は
海
を

埋
め
立
て
て
拡
張
し
て
き
た
の
で
良
質
な
水
に
恵
ま
れ
ず
、
井
戸
水
は
塩
分
を

含
み
、
飲
料
水
に
適
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
神
奈
川
県
知
事
は
英
国
人
技

師
ヘ
ン
リ
ー
＝
Ｓ
＝
パ
ー
マ
ー
を
顧
間
と
し
て
招
聘
し
、　
一
八
八
五

（明
治

一

人
）
年
水
道
建
設
に
着
手
し
、　
一
八
八
七

（明
治
二
〇
）
年
九
月
に
完
成
し
た
。

そ
の
際
に
水
源
を
相
模
川
に
求
め
、
津
久
井
郡
三
井
村
川
井
か
ら
横
浜
ま
で
四

三
キ
ロ
の
水
道
管
を
敷
設
し
、
野
毛
山
の
浄
水
場

（現
貯
水
場
）
ま
で
引
水
し

た
。
こ
の
水
道
管
の
上
が
道
に
な
り
、
現
在
で
は
水
道
み
ち
緑
道
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
。

一
人
九
〇

（明
治
二
三
）
年
の
水
道
条
例
制
定
に
伴
い
、
水
道
事
業
は
市
町

村
が
経
営
す
る
と
こ
と
と
な
り
、
同
年
四
月
か
ら
横
浜
市
に
移
管
さ
れ
市
営
と

し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
一
人
九
七

（明
治
三
〇
）
年
に
は
、
水
源

を
山
梨
県
道
志
村
の
道
志
川
青
山
取
水
口
に
変
更
し
て
、
現
在
で
も
横
浜
市
の

水
道
水
は
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。

-20-



近
代
水
道
百
選
　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
、
厚
生
省

（当
時
）
の
企
画
に

よ
り
歴
史
的
価
値
の
高

い
水
道
施
設
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
近
代
水
道
百
選
を

選
定
し
た
。
横
浜
市
の
水
道
施
設
で
は
以
下
の
三
ケ
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。

◆
旧
三
井
用
水
取
入
口

（
一
八
八
七
年
）

横
浜
水
道
創
設
時
の
取
水
口
。
道
志
川
が
相
模
川
に
合
流
す
る
地
点
に

二
個
の
突
堤
で
小
湾
口
を
設
け
、　
一
日
最
大
五
、
七
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

の
水
を
鉄
管
二
条
で
揚
水
井
に
導
き
、
そ
こ
か
ら
ポ
ン
プ
で
沈
殿
池
に
揚

水
し
て
い
た
も
の
。

◆
旧
青
山
取
入
口
と
沈
殿
池

（
一
八
九
七
年
）

人
口
の
増
加
に
伴
う
創
設
水
道
の
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
施
設
。
道
志
川
の
水
を
取
水
し
て
、
沈
殿
池
に
お
い
て
普
通
沈
殿
処

理
を
行

っ
た
後
に
給
水
さ
れ
た
。

◆
城
山
隧
道

（
一
九

一
四
年
）

水
道
の
拡
張
に
伴

い
道
志
川
か
ら
導
水
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
管
路

ト
ン
ネ
ル
。
四
、
三
五
八
メ
ー
ト
ル
の
延
長
は
、
当
時
国
鉄
の
笹
子
ト
ン

ネ
ル
に
次
ぐ
も
の
。
ト
ン
ネ
ル
の
内
部
に
は
、
わ
が
国
で
初
め
て
鍛
接
鋼

管
が
使
用
さ
れ
た
。

ヘ
ン
リ
ー
＝
Ｓ
＝
パ
ー
マ
ー
　
横
浜
水
道
を
建
設
し
た
ヘ
ン
リ
ー
＝
Ｓ
＝
パ
ー

マ
ー

（国
の
曰
く
∽
０
８
８
【
「
”一ヨ
①
じ

は
、　
一
人
三
八
年
四
月
三
〇
日
イ
ギ
リ

ス
領
マ
ド
ラ
ス
島
に
生
ま
れ
た
。　
一
人
七
八

（明
治

一
一
）
年

一
月
、
イ
ギ
リ

ス
陸
軍
工
兵
隊
の
勤
務
と
し
て
香
港
に
赴
任
し
、
広
東
と
香
港
の
近
代
水
道
を

設
計
、
他
に
も
土
木
事
業
に
貢
献
し
た
。　
一
人
人

一

（明
治

一
四
）
年
七
月

一

日
、
工
兵
少
佐
に
昇
進
し
、
天
文
、
磁
気
、
気
象
、
潮
汐
等
の
観
測
所
設
置
を

提
案
し
た
が
財
政
上
の
理
由
に
よ
り
縮
小
さ
れ
た
。　
一
八
八
二

（明
治

一
五
）

年

一
〇
月

一
日
、
工
兵
中
佐
に
昇
進
し
、
帰
国
を
命
ぜ
ら
れ
た
。　
一
人
八
三

（明
治

一
六
）
年
二
月
、
帰
国
途
中
、
東
京
に
立
ち
寄

っ
た
折
り
に
横
浜
水
道

敷
設
設
計
を
依
頼
さ
れ
、
三
カ
月
に
及
ぶ
多
摩
川
水
源
、
相
模
川
水
源
の
実
地

調
査
の
う
え
報
告
書
を
提
出
し
て
帰
国
し
た
。　
一
人
八
四

（明
治

一
七
）
年
、

日
本
政
府
は
来
日
を
申
し
入
れ
、　
一
八
八
五

（明
治

一
人
）
年
四
月
に
再
来
日

し
横
浜
水
道
工
事
の
技
術
顧
問
技
師
を
勤
め
た
。
同
年
七
月

一
日
、
少
将
に
昇

進
し
た
が
陸
軍
を
退
官
し
、　
一
人
八
七

（明
治
二
〇
）
年
九
月
、
日
本
初
の
近

代
水
道
を
完
成
さ
せ
た
。
並
行
し
て
大
阪
水
道
、
神
戸
水
道
、
函
館
水
道
の
工

事
調
査
を
行
い
、
兵
庫
県
三
笠
村
の
灌
漑
工
事
も
完
成
し
た
。

一
人
八
九

（明
治
三
二
）
年
に
横
浜
築
港
工
事
を
監
督
、
ま
た
横
浜
ド
ッ
ク

会
社
の
技
師
と
し
て
活
躍
し
た
が
工
事
途
中
の
一
八
九
三

（明
治
二
六
）
年
三

月

一
〇
日
、
東
京
に
て
死
去
し
、
青
山
外
国
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

パ
ー
マ
ー
の
ま
と
め
た
調
査
報
告
書
は
、
百
年
以
上
経

っ
た
現
在
で
も
水
道

関
係
者
の
手
本
と
な
る
級
密
な
作
品
で
あ
り
、
水
道
建
設
だ
け
で
な
く
都
市
近

代
化
に
尽
く
し
た
偉
業
を
讃
え
、
野
毛
山
公
園
に
胸
像
が
建
て
ら
れ
た
。

彼
の
主
な
作
品
は
、
横
浜
近
代
水
道

・
横
浜
港

・
大
阪
近
代
水
道

・
神
戸
近

代
水
道

・
函
館
近
代
水
道
ほ
か
で
あ
る
。

三
、
横
須
賀
水
道
道

横
須
賀
鎮
守
府
の
歴
史
　
横
須
賀
軍
港
と
鎮
守
府
の
歴
史
を
簡
単
に
た
ど

つ
て

み
よ
う
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ
海
軍
横
須
賀
基
地
及
び
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地

内
に
は
、
明
治
の
建
軍
以
来
、
旧
日
本
海
軍
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
軍
港

施
設
の
一
部
が
今
も
各
所
に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
横
須
賀
軍
港
は
、
江
戸
幕
府
が

一
人
六
五

（慶
応
元
）
年
に
工
事
を

開
始
し
た
横
須
賀
製
鉄
所
を
そ
の
起
源
と
す
る
。
横
須
賀
製
鉄
所
は
、
勘
定
奉
行
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小
栗
上
野
介
忠
順
が
計
画
し
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
技
師
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
レ
オ
ン
ス
＝

ヴ

ェ
ル
ニ
ー
を
首
長
と
す
る
技
師
団
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
維

新
に
よ
る
幕
府
の
瓦
解
に
よ
り
、
そ
の
施
設
は
明
治
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
。

一
八
七

一

（明
治
四
）
年
横
須
賀
造
船
所
と
改
称
し
、　
一
人
人
四

（明
治

一

七
）
年
に
は
当
時
日
本
で
唯

一
だ

っ
た
横
浜
の
東
海
鎮
守
府
が
横
須
賀

へ
移
転

し
て
横
須
賀
鎮
守
府
と
な
る
と
造
船
所
は
そ
の
管
轄
と
な
り
、
名
称
も
横
須
賀

海
軍
造
船
所
と
改
め
ら
れ
た
。
鎮
守
府
創
設
に
合
わ
せ
て
海
軍
施
設
の
整
備
拡

充
が
行
わ
れ
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
も

一
人
八
九

（明
治
三
二
）
年
に
開
通

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
沿
線
の
逗
子
や
鎌
倉
に
は
海
軍
士
官
の
た
め
の
住
宅
が

建
築
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

日
露
戦
争
前
夜
の
海
軍
の
大
拡
張
に
よ
り
、
二

九
〇
三

（明
治
三
六
）
年
に

は
海
軍
工
廠
条
例
が
発
令
さ
れ
、
造
船
所
は
船
越
の
兵
器
廠
と
合
わ
せ
て
名
称

を
横
須
賀
海
軍
工
廠
と
改
め
た
。

横
須
賀
鎮
守
府
の
担
当
海
面
は
千
島
列
島
か
ら
紀
伊
半
島
ま
で
の
ま
で
の
太

平
洋
海
域
で
、
他
の
三
鎮
守
府

（佐
世
保

・
呉

・
舞
鶴
）
と
比
べ
て
最
も
広
か
っ

た
。
ま
た
、
横
須
賀
軍
港
の
内
陸
部
に
あ

っ
た
海
軍
工
廠

・
海
軍
病
院

・
海
兵

団

・
航
空
隊

‥
海
軍
諸
学
校

。
な
ど
全
て
を
管
掌
す
る
大
き
な
権
限
を
持

っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

海
軍
工
廠
で
建
造
さ
れ
た
艦
船
は
、　
一
人
八
九
年
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
の

七
五
年
間
で
、
二
〇
〇
隻
以
上

（排
水
量

一
〇
〇
ト
ン
以
上
）
を
数
え
る
。
主

な
も
の
と
し
て
、
戦
艦

「陸
奥
」
「比
叡
」
、
航
空
母
艦

「飛
龍
」
「翔
鶴
」
「信

濃
」
、
巡
洋
艦

「妙
高
」
「高
雄
」
、
伊
号
第
二
九
潜
水
艦
な
ど
が
あ
る
。

次
に
、
今
も
基
地
内
に
残
る
戦
争
遺
跡
を
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
現

在
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
の
田
戸
台
分
庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、

旧
横
須
賀
鎮
守
府
長
官
官
舎
が
あ
る
。
こ
れ
は

一
九

三
二

（大
正
三
）
年
に
当

時
横
須
賀
鎮
守
府
施
設
部
長
だ

っ
た
桜
井
小
太
郎

（
一
八
七
〇
～

一
九
五
三
）

に
よ
っ
て
設
計

・
建
設
さ
れ
た
。
桜
井
は

一
八
九
〇

（明
治
二
三
）
年
ロ
ン
ド

ン
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
英
国
公
認
建
築
士
の
称

号
を
得
た
人
物
で
あ
る
。
海
軍
時
代
の
主
な
作
品
は
、
呉
鎮
守
府
長
官
官
舎

（
一
八
八
九
年
建
設

。
現
呉
市
入
船
山
記
念
館
）
・
大
湊
要
港
部
軍
用
水
道
堰

堤

（
一
九
〇
九
年
建
設
）
な
ど
が
あ
り
、
舞
鶴
海
軍
兵
器
廠
魚
形
水
雷
庫

（
一

九
〇
三
年
建
設

。
現
舞
鶴
市
立
赤
れ
ん
が
博
物
館
）
の
設
計
に
も
関
わ
っ
て
い

る
。
だ
が
、　
一
般
に
は
海
軍
退
官
後
に
設
計
し
た
丸
の
内
ビ
ル
デ
イ
ン
グ

（
一

九
二
三
年
建
設
）
が
、
彼
の
代
表
作
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
ヵ
海
軍
第
七
艦
隊
司
令
部
の
建
物
は
、
旧
横
須
賀
鎮
守

府
庁
舎
で
あ
り
、　
一
九
二
四

（大
正

一
三
）
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
基
地
内
に
は
、
現
在
も
使
用
可
能
な
船
渠

（ド
ラ
イ
ド
ツ
ク
）
が

三
つ
あ
る
。
船
渠
と
は
、
船
の
建
造

・
修
理
を
行
う
施
設
で
あ
る
が
、
付
帯
設

備
と
し
て
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
、
ス
チ
ー
ム
ハ
ン
マ
ー
な
ど
が
あ

っ
た
。

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
は
近
年
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
ス
チ
ー
ム
ハ
ン
マ
ー
は
艦

船
修
理
部
で
、
幕
末
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
六
基
の
う
ち
二
基
が

一
九

九
七
年
ま
で
稼
働
し
て
い
た

（現
在
、
横
須
賀
臨
海
公
園
の
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
記
念

館
で
復
元

・
展
示
さ
れ
て
い
る
）
。
三
笠
公
園
の
記
念
艦
三
笠
や
工
廠
正
門
の

衛
兵
詰
所

（臨
海
公
園
に
移
築
）
な
ど
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
レ
オ
ン
ス
＝
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
　
横
須
賀
軍
港
の
基
礎
を
築
い
た
フ

ラ
ン
ソ
ワ
＝
レ
オ
ン
ス
＝
ヴ

ェ
ル
ニ
ー

（く
の
日
ヽ
「
８
●
８
ぉ
ｒ
８
●
８
）
は
、

一
人
三
七
年

一
二
月
二
日
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
デ
シ
ュ
県
オ
ブ
ナ
に
生
ま
れ
た
。

一
人
五
四
年
リ
ヨ
ン
の
国
立
高
等
中
学
校
を
卒
業
後
、　
一
八
五
六
年

エ
コ
ー

ル

・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク

（理
工
科
学
校
、
パ
リ
）
に
入
学
し
、
抜
群
の
成
績
で
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同
校
を
卒
業
し
た
。　
一
人
五
八
年
フ
ラ
ン
ス
海
軍
造
船
大
学
に
入
学
し
た
。
二

三
歳
の
時
に
造
船
大
学
を
卒
業
。
二
五
歳
の
時
、
二
等
造
船
技
師
の
資
格
を
取

得
し
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
造
船
官
と
な
る
。
ブ
レ
ス
ト
海
軍
工
廠
で
船
舶
の
修
理

な
ど
を
担
当
し
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
海
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
て
中
国
で
軍
艦
建
造

に
従
事
し
た
。

一
人
六
五

（慶
応
元
）
年
二
月
、
江
戸
幕
府
か
ら
招
か
れ
て
来
日
し
、　
一
八

六
五
年
九
月

一
日

（慶
応
元
年
七
月

一
二
日
）
に
は
、
お
雇
外
国
人
と
し
て
雇

用
さ
れ
た
。
同
年
横
須
賀
製
鉄
所

・
造
船
所
の
設
立
原
案
作
成
を
指
導
し
た
。

一
一
月

一
五
日

（新
暦
九
月
二
七
日
）
に
横
須
賀
製
鉄
所
の
鍬
入
式
が
挙
行
さ

れ
た

（こ
の
一
一
月

一
五
日
は
横
須
賀
開
港
記
念
日
で
あ
る
）
。　
一
人
六
七
年

四
月
七
日

（慶
応
三
年
三
月
三
日
）
横
須
賀
造
船
所
ド
ッ
ク
着
工
。　
一
八
六
六

（慶
応
二
）
年
六
月
に
再
来
日
。
横
須
賀
に
着
任
し
て
、
横
須
賀
製
鉄
所
建
設

を
監
督
す
る
と
と
も
に
、
横
須
賀
製
鉄
所
首
長
と
な
る
。　
一
人
六
八
年

一
一
月

一
日

（明
治
元
年
八
月
三
〇
日
）
に
は
日
本
初
の
西
洋
式
灯
台

「観
音
埼
燈
」

（観
音
埼
灯
台
）
を
起
工

（
一
一
月

一
日
は
灯
台
記
念
日
で
あ
る
）
。　
一
八
六
九

年
二
月

一
一
日

（明
治
二
年

一
月

一
日
）
観
音
埼
燈
墓
初
点
灯
。
こ
れ
に
続
き

野
島
崎
、
品
川
、
城
ケ
島
の
各
燈
墓

（灯
台
）
を
建
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
灯
台

で
は
横
須
賀
製
鉄
所
内

（ヨ
コ
ス
カ
製
鉄
所
）
で
製
造
さ
れ
た
煉
瓦
を
使
用
し

て
い
る
。　
一
人
七

一
年
二
月
二
八
日

（明
治
四
年
二
月
八
日
）
横
須
賀
造
船
所

開
業
。
横
須
賀
丸
、
横
浜
丸

（後
に
弘
明
丸
）
、
蒼
竜
丸
な
ど

一
〇
数
隻
の
建

造
を
指
導
し
た
。　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
に
は
、
走
水
水
源
地
を
開
発
し
た

（横
須
賀
水
道
最
初
の
水
源
）
。　
一
人
七
六

（明
治
九
）
年
三
月

一
三
日
横
浜
か

ら
フ
ラ
ン
ス
船

「タ
ナ
イ
ス
」
号
で
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
ブ
レ
ス
ト
で
海
軍

関
係
業
務
に
従
事
し
た
。　
一
人
七
七

（明
治

一
〇
）
年

一
月
二
三
日
勲
二
等
旭

日
重
光
章
を
受
章
。
一
九
〇
八

（明
治
四

一
）
年
五
月
二
日
、
オ
ブ
ナ
で
死
去
。

享
年
七

一
歳
で
あ
っ
た
。

一
九
五
二

（昭
和
二
七
）
年
、
横
須
賀
市
が
横
須
賀
製
鉄
所
建
設
に
功
績
の

あ
っ
た
小
栗
上
野
介
忠
順
と
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
顕
彰
す
る
た
め
の
式
典
を
開
催
し

た
。
以
来
、
毎
年

一
一
月
に
二
人
の
像
の
前
で
式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

横
須
賀
製
鉄
所

（造
船
所
）
の
水
道
　
横
須
賀
造
船
所
の
稼
働
率
が
高
く
な
っ

て
く
る
と
、
そ
の
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
は
走
水
の
多
量
の
湧

水
に
目
を
つ
け
、
こ
れ
を
造
船
所
ま
で
引
こ
う
と
し
た
。
水
源
地
か
ら
造
船
所

ま
で
距
離
は
約
七
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
だ

っ
た
が
、
測
量
の
結
果
、
高
低
差
は

わ
ず
か

一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
効
率
よ
く
水
道
管
を
ひ

く
た
め
途
中
四
ケ
所
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、　
一
人
七
六

（明
治
九
）
年

一
二
月

に
工
事
は
完
成
し
た
。
こ
れ
が
横
須
賀
の
水
道
の
始
ま
り
で
あ
る
。

◆
走
水
水
源
地

一
九
〇
二

（明
治
三
五
）
年
に
完
成
し
た
市
内
唯

一
の
水
源
地
で
あ
る
。

元
来
、
走
水
は
水
の
豊
富
な
土
地
で
、
走
水
の
湧
水
を
水
源
と
し
て
、・
横

須
賀
造
船
所
の
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
よ
り
、　
一
八
七
六

（明
治
九
）
年
に
走
水

か
ら
造
船
所
ま
で
約
七
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
間
を
直
径

一
二

・
五
セ
ン

チ
、
長
さ

一
〇
〇
セ
ン
チ
の
管
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
水
道
が
引
か
れ
た
。

当
初
は
、
軍
港
用
だ

っ
た
が
、
横
須
賀
の
人
口
増
加
に
よ
る
水
不
足
で
、

一
九
〇
六

（明
治
三
九
）
年
に
は
走
水
か
ら
水
道
を
分
け
る
工
事
が
完
成

し
た
。　
一
九
〇
八

（明
治
四
」
）
年
に
は
別
の
湧
水
を
水
源
と
す
る
水
道

施
設
も
完
成
し
た
。
現
在
も

一
日
約
二
、
○
○
○
ト
ン
の
湧
水
が
あ
り
、

市
民
の
水
道
用
水
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
約
五
〇
年
前
に
植

え
ら
れ
た
桜
並
木
が
あ
る
が
、
従
来
水
道
用
水
の
水
質
汚
染
を
防
ぐ
た
め

一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
春
よ
り
桜
の
開
花
時
期
に
合
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わ
せ
て
、
敷
地
の
一
部
を
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ｃ

横
須
賀
軍
港
水
道
と
横
須
賀
市
営
水
道
　
横
須
賀
市
の
水
道
は
、
造
船
所
の
必

要
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
た
軍
用
水
道
が
始
ま
り
で
あ
る
。
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
の
発
案

で
走
水
の
湧
水
を
造
船
所
ま
で
ひ
い
た
水
道
は
良
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、　
一

人
七
六

（明
治
九
）
年
に
完
成
し
た
。

さ
ら
に
日
露
戦
争
後
の
横
須
賀
軍
港
と
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
大
規
模
な
拡
充

に
対
応
し
て
、　
一
九

一
二

（明
治
四
五
）
年
か
ら

一
〇
年
か
け
て
、
愛
川
町
の

半
原
水
源
地
か
ら
横
須
賀
の
逸
見
ま
で
、
神
奈
川
県
を
斜
め
に
横
切
る
形
で
新

た
な
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
た
。

こ
の
水
道
の
特
徴
は
、
五
三
キ
ロ
も
の
距
離
を
ポ
ン
プ
な
ど
の
人
為
的
な
力

を
用
い
ず
、
水
が
自
然
に
流
れ
る
の
に
任
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
半
原
と
逸
見
と
の
高
低
差
七
〇
メ
ー
ト
ル
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
ｃ

水
道
管
は
、
山
や
川
、
畑
な
ど
を
ま

っ
た
く
無
視
し
て
、
真

っ
す
ぐ
に
通
し
た
。

そ
の
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
が

一
二
ケ
所
、
橋
は

一
〇
本
も
あ
る
。

現
在
で
も
家
屋
や
工
場
が
、
水
道
管
を
避
け
て
建

っ
て
お
り
、
「
水
道
道
」

と
呼
ば
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
所
々
に
標
石
が
立
て
ら
れ
、
水
道
管
が

埋
設
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
流
れ
る
水
の
速
さ
は
、
大
人
が
ゆ
っ
く

り
歩
く
ぐ
ら
い
で
、
お
よ
そ

一
日
か
け
て
半
原
か
ら
逸
見
ま
で
流
れ
て
く
る
。

水
道
道
の
経
路
は
、
愛
川
町
↓
厚
木
市
↓
海
老
名
市
↓
綾
瀬
市
↓
藤
沢
市
↓
鎌

倉
市
↓
逗
子
市
↓
横
須
賀
市
で
あ
る
。

一
方
横
須
賀
市
の
場
合
、
横
須
賀
軍
港
の
発
展
に
伴

つ
て
人
口
が
増
大
し
、

ま
た
、
市
街
地
が
埋
め
立
て
地
に
形
成
さ
れ
た
た
め
井
戸
も
掘
れ
ず
、
次
第
に

，水
不
足
が
深
刻
に
な

つ
て
き
た
。
当
時
は
、
市
内
を

「水
売
り
」
が
歩
く
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

市
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
海
軍
が
走
水
系
統
の
水
道
管
を
新
し

く
し
た
の
を
機
に
、古
く
な
っ
た
水
道
管
を
払
い
下
げ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

走
水
の
湧
水
を
水
源
と
し
て
市
営
水
道
を
建
設
し
、　
一
九
〇
八

（明
治
四

一
）

年

一
二
月
二
五
日
か
ら
若
松
町

。
大
滝
町

・
小
川
町
に
給
水
を
始
め
た
。
こ
れ

が
市
営
水
道
の
始
ま
り
で
あ
る
が
、
当
時
の
水
道
使
用
者
は
わ
ず
か
三
三
二
戸

だ

つ
た
。
本
格
的
な
上
水
道
の
整
備
は
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

市
内
に
大
き
な
水
源
が
な
い
横
須
賀
市
で
は
、
相
模
川
や
酒
匂
川
な
ど
以
下

の
六
つ
の
水
源
系
統
か
ら
水
を
ひ
い
て
い
る
。

①
県
中
央
部
を
流
れ
る
相
模
川
を
水
源
と
す
る
有
馬
系
統
と
小
雀
系
統

②
そ
の
支
流
の
中
津
川
を
水
源
と
す
る
半
原
系
統
と
宮
ヶ
瀬
系
統

③
県
西
部
の
酒
匂
川
を
水
源
と
す
る
酒
匂
川
系
統

④
市
内
唯

一
の
水
源
で
あ
る
走
水
系
統

そ
の
う
ち
の
半
原
系
統
が
、
軍
港
水
道
の
こ
と
で
あ
る
。
半
原
系
統
の
主
な

施
設
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
半
原
取
入
口

（愛
甲
郡
愛
川
町
）

相
模
川
の
支
流
で
あ
る
中
津
川
か
ら
、　
一
日

一
〇
、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー

ト
ル
の
水
を
取
り
入
れ
、
半
原
水
源
地
へ
送
っ
て
い
る
。

◆
半
原
水
源
地

（愛
甲
郡
愛
川
町
）

半
原
取
入
口
か
ら
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
半
原
取
入
口

か
ら
の
水
を
受
け
入
れ
、
沈
殿
処
理
し
た
う
え
で
、
横
須
賀
市
内
の
逸
見

浄
水
場
へ
送

っ
て
い
る
。

◆
逸
見
浄
水
場

（横
須
賀
市
西
逸
見
町
）

横
須
賀
市
内
に
あ
る
唯

一
の
浄
水
場
で
あ
る
。
半
原
水
源
地
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
水
を
浄
水
し
て
お
り
、　
一
日

一
〇
、
○
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
の

浄
水
能
力
が
あ
る
。
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四
、
そ
の
他
の
軍
港
水
道

呉
鎮
守
府
の
水
道
施
設
　
一
八
八
八

（明
治
二

一
）
年

一
二
月
に
着
工
さ
れ
、

翌

一
八
八
九

（明
治
三
二
）
年
九
月
に
竣
工
し
た
。
現
在
も
そ
の
ま
ま
の
姿
で

残

っ
て
い
る
の
は
、
宮
原
配
水
池
と
本
庄
水
源
地
堰
堤
で
あ
る
。

◆
宮
原
配
水
池

（現
、
呉
市
水
道
局
宮
原
浄
水
場
低
区
配
水
池
）

構
造
は
、
煉
瓦
造
り
の
上
屋
式
配
水
池
で
、
建
築
年
代
は
、　
一
八
九
〇

（明
治
二
三
）
年
。
煉
瓦
造
り
の
配
水
池
と
し
て
は
日
本
最
古
の
も
の
で

あ
る
。

◆
本
庄
水
源
地
堰
堤

一
九

一
八

（大
正
七
）
年
に
呉
鎮
守
府
軍
用
水
道
の
貯
水
池
と
し
て
、

築
造
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、
長
さ
が
九
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
二
五
メ
ー

ト
ル
で
、
当
時
と
し
て
は
東
洋

一
の
規
模
を
誇

っ
て
い
た
。　
一
九
九
九

（平
成

一
一
）
年
五
月

一
三
日
に
、
稼
働
し
て
い
る
水
道
施
設
と
し
て
は

全
国
初
の
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
堰
堤
表
面
は
、
花
商
岩
の
切

石
が
丹
念
に
築
か
れ
、
重
厚
で
美
し
い
外
観
を
な
し
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
Ｋ
＝
バ
ー
ト
ン
　
呉
鎮
守
府
の
水
道
施
設
建
設
に
貢
献
し
た
ウ

ィ
リ
ア
ム
＝
Ｋ
＝
バ
ー
ト
ン

（ヨ
〓
”
８

パ
一ヨ
〓
８
８
０
”
Ｇ
ユ
８
）
は
、　
一
人

五
五
年
五
月

一
一
日
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
エ
デ
イ
ン
バ
ラ
に
生
ま
れ
た
。

一
人
八
四

（明
治

一
七
）
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
衛
生
博
覧
会

に
参
加
し
た
内
務
省
衛
生
局
長
永
井
久

一
郎

（永
井
荷
風
の
父
）
の
要
請
に
よ

り
、　
一
人
八
七

（明
治
二
〇
）
年
五
月
来
日
し
、
工
科
大
学
の
衛
生
工
学
担
当

講
師
と
な
り
、
ま
た
内
務
省
衛
生
局
顧
問
技
師
と
し
て
横
浜
市
水
道
の
改
修
、

名
古
屋
市
、
広
島
市
、
門
司
市
等
の
各
地
の
水
道
改
良
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、

パ
ー
マ
ー
の
調
査

・
設
計
し
た
大
阪
水
道
工
事
計
画
に
改
良
の
た
め
の
意
見
を

述
べ
、
そ
の
計
画
が
修
正
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

一
人
八
八

（明
治
二

一
）
年
八
月
、
東
京
市
区
改
正
条
例
公
布
に
当
た
り
、

委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
同
年

一
〇
月
、
上
下
水
道
設
計
調
査
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
そ
の
取
調
主
任
と
な

っ
た
。

一
八
八
九

（明
治
三
二
）
年
、
日
本
写
真
会
を
設
立
し
、
Ｊ
＝
コ
ン
ド
ル
設

計
の
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
建
設
風
景
な
ど
の
貴
重
な
写
真
を
残
し
た
だ
け
で
な
く
、

欧
州
か
ら
の
写
真
用
品
の
輸
入
、
解
説
本

『写
真
術
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
』
の
執
筆
な
ど
、

日
本
の
写
真
技
術
の
発
展
に
貢
献
し
た
。　
一
八
九

一

（明
治
二
四
）
年
に
は
濃

尾
地
震
の
被
害
状
況
を
視
察
、
撮
影
し
、　
一
人
九
六

（明
治
二
九
）
年
五
月
、

帝
国
大
学
を
満
期
退
任
、
勲
四
等
旭
日
中
綬
章
が
贈
ら
た
。

後
藤
新
平
が
台
湾
総
督
府
民
政
局
長
と
な
り
、
バ
ー
ド
ン
は
招
か
れ
て
台
湾

に
渡

っ
た
。
台
北
市
の
下
水
道
工
事
も
バ
ー
ト
ン
の
努
力
に
よ
り
進
み
、
さ
ら

に
基
隆
港
水
道
工
事
に
着
手
し
た
が
、
健
康
を
害
し
た
た
め
日
本
に
戻
っ
た
。

一
人
九
九

（明
治
三
二
）
年
八
月
五
日
、
肝
臓
疾
患
の
た
め
死
去
し
、
青
山

霊
園

一
般
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

彼
の
主
な
作
品
は
、
凌
雲
閣

（現
存
せ
ず
）
、
東
京
近
代
上
下
水
道
、
名
古

屋
近
代
上
下
道
、
牛
田
浄
水
場
、
呉
鎮
守
府
宮
原
浄
水
場
、
呉
鎮
守
府
平
原
浄

水
場
、
三
野
水
源
池
、
台
北
水
源
地
、
な
ど
で
あ
る
。

佐
世
保
鎮
守
府
の
水
道
施
設
　
佐
世
保
鎮
守
府
の
水
道
施
設
遺
構
と
し
て
、
現

在
も
残

っ
て
い
る
も
の
は
、
堺
木
峠
減
圧
井
で
あ
る
。

◆
堺
木
峠
減
圧
井

減
圧
井
は
送
水
管
の
破
裂
を
防
ぐ
た
め
、
水
圧
の
調
整
を
行
う
施
設
で

あ
る
。
佐
世
保
鎮
守
府
は
水
源
拡
充
の
た
め
、
当
時
の
北
松
浦
郡
皆
瀬
村

（現
在
の
十
文
野
町
）
に
あ

っ
た
湧
水
の
溜
池
を
改
良
す
る
こ
と
を
計
画
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し
、
岡
本
貯
水
池
を

一
八
九
九

（明
治
三
二
）
年
三
月
に
起
工
、
翌
年
五

月
´

に
竣
工
し
た
。
時
を
前
後
し
て
、
同
貯
水
池
の
源
水
を
浄
化
す
る
た
め

の
施
設

（旧
矢
岳
浄
水
場
）
を

一
人
九
八

（明
治
三

一
）
年

一
〇
月
に
着

工
し
両
方
を
八
イ
ン
チ

（二
〇
セ
ン
チ
強
）
鉄
管
で
結
ん
だ
。
し
か
し
両

方
の
高
低
差
が

一
四
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
水
圧
が
高
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、

水
圧
の
調
整
を
行
う
減
圧
井
を

「堺
木
」
と

「野
中
」
に
設
け
た
。
こ
の

建
物
は
、
赤
煉
瓦
造
り
で
屋
根
は
日
本
瓦
葺
、
和
洋
折
哀
の
様
式
で
あ
る
。

旧
矢
岳
浄
水
場
が
竣
工
し
た

一
九
〇

一

（明
治
三
四
）
年
頃
完
成
し
た
と

さ
れ
る
。
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
を
偲
ぶ
貴
重
な
施
設
で

あ
る
。

舞
鶴
鎮
守
府
の
水
道
施
設
　
舞
鶴
鎮
守
府
開
庁
に
向
け
て
、
艦
艇
用
補
給
水
を

確
保
す
る
た
め
、
水
源
地
を
与
保
呂
川
上
流
に
求
め
、
一
九
〇
〇

（明
治
三
三
）

年
九
月
に
桂
貯
水
池
が
完
成
し
た
。
翌
年

一
〇
月
に
北
吸
の
高
台
に
浄
水
場
及

び
配
水
池

（容
量
二
、
四
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
、
同

一
一
月
か
ら

給
水
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
の
軍
備
拡
張
に
と
も
な

っ
て

一
九

一
七

（大
正
六
）
年
二
月
か
ら

一

九
二

一
（大
正

一
〇
）
年
六
月
に
北
吸
浄
水
場
と
岸
谷
貯
水
池
の
拡
張
工
事
を

行

っ
て
い
る
。
敗
戦
に
伴
い
一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年

一
〇
月
か
ら
、
舞
鶴

市
が
軍
用
水
道
の
全
施
設
を
管
理
運
営
し
て
い
る
。
現
在
も
軍
港
水
道
時
代
の

遺
構
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

◆
桂
貯
水
池

建
築
年
代
は

一
九
〇
〇

（明
治
三
三
）
年
で
あ
る
。
堰
堤
は
石
張
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
で
、
高
さ

一
二

。
四
メ
ー
ト
ル
、
天
端
幅
二

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、

堰
堤
延
長
四
三

・
六
メ
ー
ト
ル
、
貯
水
量
八
、
○
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル

（当
初
六
、
○
○
○
）
の
小
さ
な
貯
水
池
で
あ
る
。　
一
九
八
五

（昭
和
六

〇
）
年
五
月
に
は
近
代
水
道
百
選
に
選
ば
れ
た
。
京
都
府
指
定
文
化
財
。

◆
岸
谷
貯
水
池

一
九

一
七

（大
正
六
）
年
、
軍
港
拡
張
の
機
運
が
高
ま
り
、
水
源
地
の

増
強
も
計
画
さ
れ
た
。
岸
谷
貯
水
池
は
、　
一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
六

月
に
完
成
し
、
岸
谷
川
下
流
に
岸
谷
川
を
横
断
す
る
容
量
二

一
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
土
堰
堤

（高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
天
端
幅
七

・
六
メ
ー
ト
ル
、
延

長

一
四
人
メ
ー
ト
ル
）
や
放
水
路
等
が
築
造
さ
れ
た
。

◆
北
吸
浄
水
場
第

一
・
第
二
配
水
池

北
吸
浄
水
場
配
水
池
は
、　
一
九
〇

一

（明
治
三
四
）
年
建
設
の
当
初

一

池

（容
量
二
、
四
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
六
月
に
、
北
吸
浄
水
場
の
拡
張
工
事
を
行
い
配
水
池

を

一
池

（容
量
二
、
四
六
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
）
増
設
し
た
。
敗
戦
に
伴
い

一
九
四
五

（昭
和
三
〇
）
年

一
〇
月
か
ら
、
市
の
管
理
と
な
っ
た
が
、　
一

九
六
四

（昭
和
三
九
）
年

一
一
月
に
廃
止
さ
れ
る
　
ま
で
六
五
年
間
稼
働

し
た
。
こ
の
配
水
池
本
体
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
り
、
向
か
っ
て
右
側

の
第

一
配
水
池
の
内
側
は
石
張
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
左
側
の
第
二
配
水

池
に
は
石
張
り
は
見
ら
れ
な
い
。
と
も
に
導
水
壁
は
五
列
で
煉
瓦
造
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
配
水
池
上
屋
は
と
も
に
煉
瓦
造
で
、　
一
九
二
五

（大
正

一
五
）
年
に
建
て
ら
れ
、
屋
根
は
鉄
骨
ト
ラ
ス
組
で
ト
タ
ン
葺
で
あ
る
。

正
面
中
央
入
日
は
、
上
部
に
ア
ー
チ
を
施
し
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
風
の
洒
落
た

デ
ザ
イ
ン
に
な

っ
て
い
る
。

◆
桂
貯
水
池
堰
堤

舞
鶴
鎮
守
府
の
軍
用
水
道
施
設
と
し
て

一
九
〇
〇

（明
治
三
三
）
年
に

築
造
さ
れ
、
翌
年
、
鎮
守
府
開
庁
と
同
時
に
通
水
を
開
始
し
た
。
コ
ン
ク
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リ
ー
ト
造
で
は
国
内
で
も
初
期
の
例
で
あ
り
、
水
門
や
放
流
部
に
は
煉
瓦

を
用
い
る
な
ど
デ
ザ
イ
ン
に
も
優
れ
、
近
代
土
木
技
術
史
上
貴
重
な
建
造

物
で
あ
る
。
築
造
か
ら
今
年
で

一
〇

一
年
目
を
迎
え
る
が
、
現
在
も
舞
鶴

市
の
水
道
施
設
の

一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
京
都
府
指
定
有
形
文

化
財

（建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
た
。

大
湊
要
港
部
の
水
道
施
設
　
大
湊
要
港
部
の
軍
用
水
道
水
源
地
堰
堤
が
現
在
も

残

っ
て
い
る
。
建
築
年
代
は

一
九
〇
九

（明
治
四
二
）
年
で
あ
る
。
設
計
は
横

須
賀
鎮
守
府
の
施
設
部
長
だ

っ
た
桜
井
小
太
郎
で
あ
る

大
湊
要
港
部
水
道
施
設
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
、　
一
九
四
六

（昭
和
二

一
）
年
か
ら
は
大
湊
町
に
引
き
継
が
れ
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
た
。
釜
臥
山
を
源
流
と
す
る
宇
田
川
を
堰
き
止
め
る
も
の
で
、
堤

高
七

・
九
メ
ー
ト
ル
、
堤
長
二
六

・
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
小
規
模
な
も
の
な
が

ら
、
日
本
で
初
め
て
試
み
ら
れ
た
厚
ア
ー
チ
式
石
造
堰
堤
で
あ
る
。
躯
体
に
設

け
ら
れ
た
四
日
の
溢
水
回
は
美
し
い
櫛
型
ア
ー
チ
で
構
成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
水

の
流
れ
落
ち
る
光
景
は
格
別
の
も
の
が
あ
る
。
わ
が
国
最
初
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム

で
、
表
面
は
安
山
岩
間
知
石
の
布
積
み
で
あ
る
。
石
工
は
九
州
か
ら
招
か
れ
た

レ
」
い
つヽ
ｃ

五
、
ま
と
め

水
道
施
設
　
近
代
化
遺
産
や
近
代
文
化
財
と
し
て
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

日
本
史
の
横
浜
開
港
期
の
授
業
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
横
須
賀

軍
港
に
関
連
し
て
、
戦
争
遺
跡
の
視
点
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い
展

開
が
で
き
る
。
ま
た
横
浜
市
内
や
横
須
賀
市
内
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水

道
道
に
沿

っ
た
地
域
の
学
校
で
も
教
材
化
と
し
て
利
用
が
可
能
だ
と
思
う
。

直
線
道
路
　
各
地
に
は
様
々
な
直
線
道
路
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
な
経

緯
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
生
徒
に
地
図
上
の
直
線
道
路
を
探
さ
せ
、
そ
の
道
路

の
も

つ
意
味
を
考
え
さ
せ
た
り
、
調
べ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
奈

川
県
内
の
も
の
を
中
心
に
い
く

つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

①
道
と
し
で
作
ら
れ
た
道

○
古
代
の
官
道
跡

○
中
世
の
鎌
倉
街
道

。
鎌
倉
道

○
武
田
信
玄
の
棒
道

○
現
代
の
国
道

・
高
速
道
路

。
新
幹
線

○
土
地
区
画
事
業
　
古
代
の
都
城

（藤
原
京

。
平
城
京

・
平
安
京
）
・
条

里
制

。
鎌
倉
の
都
市
計
画

・
幕
末
開
港
場
の
居
留
地

・
屯
田
兵
村

・
新

興
住
宅
地
開
発

（東
京
田
園
調
布

。
大
船
田
園

・
大
和
中
央
林
間
）
。

都
市
再
開
発

・
圃
場
整
備

。
震
災
復
興

・
戦
災
復
興

○
軍
用
道
路
　
横
浜
市
瀬
谷
区
の
海
軍
道
路

②
道
以
外
の
も
の
が
道
に
な

っ
た
道

○
水
道
道
～
水
道
管
用
地
　
横
須
賀
水
道
道

・
横
浜
水
道
道

○
鉄
道
廃
線
跡
　
寒
川
町

一
之
宮
緑
道

○
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
～
米
軍
基
地

へ
燃
料
輸
送
の
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

○
飛
行
場
跡
～
戦
争
末
期
に
海
軍
が
建
設
し
た
本
土
決
戦
用
航
空
基
地

三
浦
市
初
声
町

・
横
須
賀
市
長
井

・
藤
沢
市
本
藤
沢

○
軍
事
施
設
跡

（軍
工
廠
跡
）

第
二
海
軍
火
薬
廠

（平
塚
市
大
原
）
。
大

船
海
軍
燃
料
廠

（横
浜
市
栄
区
柏
陽
）

○
横
浜
居
留
地
射
撃
場
跡

（鉄
砲
場
）
　

横
浜
市
中
区
大
和
町

（山
手
駅

前
商
店
街
通
り
）
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